
一方、海外では、大径木の代
表的事例とも言えるベイマツ
などの高齢樹「オールドグロ
ス」が希少化してきており、
出荷されてくる材の径も小さ
くなってきているそうです。

国産丸太と外国産丸太で逆の
ことが起こっているように見
受けられることは、海外と日
本とで森林資源の状況が違う
ことを示していると言えるの
かもしれません。

海外では大径木が減少！？
～海外の大径木の代表例オールドグロスの今～

R7.7.30日刊木材新聞より
拡大

拡大

日本の森林資源は充実
期を迎え、出荷される
丸太の大径化が進み、
その有効活用が課題と
なっていることを取り
上げてきました。
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